地域連携推進会議　報告書

日時　令和８年１０月２８日（水）
　　　１０時から１２時
場所　新在家本町公民館１階
参加者　坪田・三木（株式会社共生）
　　　　森本新在家自治会長　秋武神子岡前自治会長　芝明弘
　　　　岩井正樹　川端彩　松村たか子　三浦香苗

議事について
※三木より説明

意見等

・森本氏
年に２回防災訓練を城乾小学校にて開催している。過去にも参加していただいたが、今後も案内をした上で、一緒に参加してもらいたい。その他、美化活動にも参加してもらって助かっている。

・秋武氏
BCPについて、防災訓練はR9.3.7に高岡小学校にて開催、案内をさせてもらう。
一斉清掃が年２回あるので、回覧板等で周知し、参加してもらうようにする。
個人的に、知的障害や精神障害のことが分からないので、説明してもらいたい。
運営状況や福祉の動向などが分からないため説明してもらいたい。
■回答
芝氏より、行政の立場におられたことから詳しく説明をして頂く。また、岩井氏からも障害についての説明をして頂く。

・芝氏
防災訓練などの意見が上がったが、まずは、このような会を開催し、お互いに顔見知りになり、地域共生がスタートするので、今後も繋がってもらいたい。
ホームだけでは判断が難しい、BCP（避難の状況など）などの連絡網の中に、共生の人間を追加してもらう作業を進めてみても良いと思う。

・岩井氏
いまみるの評価は高いが、運営上の心配が残るのが今の決算状況だと思う。その部分を解消するためには、４棟目の検討が必要な気がする。

・川端氏
岩井氏同様、いまみるの評価は相談員の中でも高いと思う。運営のことについては分からないが、入居者にとっては大事な地域の中の資源となるため、地域の皆様に理解してもらい、繋がっていくことが大事なことになるので、どんどん地域活動に参加できると良いと思う。

・松村氏
地域の方と話ができて、息子のことが心配であるが、安心できる。重度の障害があるので、周りの方に迷惑を掛けていると思うと、地域生活が難しかったり、分からないことを責められてかわいそうな思いをしていないかが心配。でも、このような会議を開いてもらい、良い人の中で頑張っていることがわかり良かった。

・三浦氏
高岡病院に戻りたくないので、先生に薬を出してもらい頑張っている。嫌なこともあるけど、みんながいい人なので助かっている。自分でできないことを助けてもらってよかった。


決算報告　
※坪田社長より説明

・岩井氏
役員報酬が少ないことが今後の運営に対し心配が残る。今後も、運営は大丈夫か。

・芝氏
４棟ないと運営は安定しないと思う。物件探しや今後の運営状況についてお手伝いできることがあればします。

社長より　４棟目は今後の課題。現状は厳しい状況であるが、今のまましばらくは安定して運営していくことが大事だと考えている。その上で、安定財源の見通しが見えたら進めていきたい。



※ホーム見学
・感想はそれぞれ述べられるが、課題となるようなことはなかった。

※総括
社長より　入居者が安心して楽しく過ごせる場を安定的に提供できるように今後も努力するので、地域の皆様にも理解してもらい、事業運営していきたいと考えている。
